
中里貝塚の謎
を解け！
なかざとかいづかのなぞをとけ！



あるところに〇〇ちゃんという元気
げ ん き

な男
おとこ

の子
こ

がいました。 

〇〇ちゃんは身
み

の周り
ま わ り

の不思議
ふ し ぎ

を調べる
し ら べ る

のが大好き
だ い す き

、毎日
まいにち

いろいろな場所
ば し ょ

へ探検
たんけん

に出

かけます。 

今日
き ょ う

はとても大きな
お お き な

貝塚
かいづか

があるという東京都北区
とうきょうときたく

の中里
なかざと

貝塚
かいづか

へ行ってみました。 

巨大
きょだい

貝塚
かいづか

がどんな貝塚
かいづか

なのか調
しら

べようと思
おも

ったのです。 

貝塚とは縄文時代の
人々が貝を食べた後
に捨てた跡だよ。



さっそく中里
なかざと

貝塚
かいづか

があるという公園
こうえん

へ行
い

ってみると、そこは何
なん

にもない野原
のはら

、中里
なかざと

貝塚
かいづか

と書
か

かれた

案内板
あんないばん

があるだけでした。 

「なんだ。巨大
きょだい

な貝塚
かいづか

が見
み

られると思
おも

ったのに。残念
ざんねん

。」 

〇〇ちゃんはがっかりして帰
かえ

ろうとしました。 



すると後
うし

ろから「こんにちは」と男
おとこ

の子
こ

の声
こえ

が聞
き

こえました。 

「僕
ぼく

の名前
な ま え

はカッキー。この広場に何
なに

か用
よう

があるの？」 

変わった服
ふく

を着
き

た男
おとこ

の子
こ

がやってきて〇〇ちゃんに言いました。 

「うん。ここには大きな貝塚があったんでしょ？カッキーは何
なに

か知
し

ってる？」 

〇〇ちゃんは尋
たず

ねました。 

「もちろん知
し

ってるよ！だって僕
ぼく

のお父
とう

さんとお母
かあ

さんが貝塚
かいづか

を作
つく

ったようなもんだからね。 

じゃあ今から、中里
なかざと

貝塚
かいづか

が作
つく

られた縄文時代
じょうもんじだい

を案内
あんない

するね！」 

 

中里貝塚は発掘調査後、保存のた
め土の中に埋め戻されたよよ。



カッキーがそう言
い

うと、いきなり景色
け し き

がガラッと変
か

わり、目
め

の前
まえ

に海
うみ

があらわれ

ました。 

「ここは 約
やく

4000年前
ねんまえ

の中里
なかざと

貝塚
かいづか

公園
こうえん

だよ。昔
むかし

、ここは浜辺
は ま べ

で目
め

の前
まえ

には海
うみ

が

広
ひろ

がっていたんだ。僕
ぼく

のお父
とう

さんはこの海
うみ

でマガキや、ハマグリという貝
かい

を採
と

っ

ていたんだよ。」 

 



 

 

「えー！ここは昔
むかし

海
うみ

だったの⁉️」〇〇ちゃんはびっくりです。 

「昔
むかし

は今
いま

より 暖
あたたか

かったから、海面
かいめん

が高
たか

かったんだ。だからこの辺
あたり

も海
うみ

だったんだよ。」 

「僕
ぼく

のお母
かあ

は採れたハマグリやマガキをかまどで蒸
む

して、中
なか

の身
み

を取っていたんだよ。」 

とカッキーは教
おし

えてくれました。 
 

かまどの中に焼いた石を入れてその上にカキを置く。そして草
で蓋をしてを水をかけ蒸した。する貝の殻が割れて中の身が出
てくる。 中里貝塚の発掘で出土した焚き火址。これは貝の身を取り出した

かまどの址と推定される。



「貝の中身
な か み

を取った後、貝殻
あ と 、 か い が ら

を集めた跡が、この中里
な か ざ と

貝塚
か い づ か

なんだ。」とカッキーは言
い

いました。 

「すごーい！！こんなに大
お お

きい貝塚
か い づ か

ができたってことは、毎日
ま い に ち

ものすごい量
りょう

の貝
か い

を食
た

べていたんだね」

〇〇ちゃんは驚
おどろ

きました。 

するとカッキーは首
く び

を横
よ こ

にふりました。 

「 



ううん、僕
ぼく

たちは食べなかったんだ。貝
かい

の身
み

は海
うみ

から遠
とお

い村
むら

へ運
はこ

ばれたんだよ。 

遠
とお

くに運
はこ

ぶために貝
かい

の身
み

は太陽
たいよう

の光
ひかり

に当
あ

てて干
ほ

したんだ。貝
かい

の身
み

は干
ほ

すと腐
くさ

りにくくなって、

とても美味
お い

しくなるからね。他の村
むら

に干
ほし

し貝
がい

をあげるかわりに僕
ぼく

たちは遠
とお

くでしか採
と

れない石
いし

もらっていたんだ。石
いし

は石器
せ っ き

（石
いし

でできた道具
ど う ぐ

）を作
つく

るために必要
ひつよう

だからね。」 

「そっか。他
ほか

の村
むら

と貝の身と石を交換
こうかん

をしていたんだね！」 



「それにしてもすごい量
りょう

の貝殻
かいがら

だよ。カッキーは貝殻
かいがら

だらけの場所
ば し ょ

に住んでたの？」 

「僕
ぼく

の家
いえ

はこの中里
なかざと

貝塚
かいづか

ではなく、ここの近
ちか

くの高台
たかだい

にあったんだよ。ここは住
す

むところでは

なく海
うみ

で採
と

れた貝
かい

の身
み

を取
と

り干貝
ほしがい

にする工場
こうじょう

だったんだ。」 

「へぇー！だから中里
なかざと

貝塚
かいづか

にはカキとハマグリの貝殻
かいがら

しか埋
う

まってないんだね！」 

 

※中里貝塚からは人が生活した
痕跡を示す遺物（動物や魚の骨、
土器類）がほんの僅かしか出土
していません。



「〇〇ちゃん、中里
なかざと

貝塚
かいづか

について分
わ

かってくれてありがとう。そろそろ僕
ぼく

、昔
むかし

に戻らなきゃ
も ど ら な き ゃ

。

今日
き ょ う

はたくさんお話
はなし

できて楽
たの

しかったよ。また会
あ

おうね！」  

そう言
い

うとカッキーは消
き

えてしまい、あたりはいつもの中里
なかざと

貝塚
かいづか

公園
こうえん

に戻
もど

っていました。 

「貝塚
かいづか

は縄文
じょうもん

時代
じ だ い

の暮
く

らしを今
いま

に伝
つた

えるタイムカプセルなんだ！とっても面白
おもしろ

かった。」 

〇〇ちゃんは中里
なかざと

貝塚
かいづか

の謎
なぞ

を解
と

くことができ大満足
だいまんぞく

、嬉
うれ

しい気持ち
き も

で家
いえ

に帰
かえ

っていきまし

た。 



Ｑ１： 縄文
じょうもん

時代
じ だ い

の人
ひと

は大量
たいりょう

の貝
かい

を採
と

っていたけど、貝
かい

は海
うみ

から無く
な

くならなかったの？ 

Ａ ： 中里
なかざと

貝塚
かいづか

で貝
かい

を採
と

っていた人
ひと

たちは、海
うみ

から貝
かい

がなくならないように、  

大
おお

きくなったカキとハマグリしか採
と

っていなかったよ。 

ハマグリ
は ま ぐ り

は大きく
お お

なるにつれ海
うみ

の深
ふか

いところに移動
い ど う

するよ。 

深い
ふ か

ところにいるハマグリは潜
もぐ

らないと採
と

れないから、海
うみ

の水
みず

が温
あたた

かい春
はる

と夏
なつ

に 

採
と

っていたよ。 

逆
ぎゃく

にカキは浜
はま

から近
ちか

い岩場
い わ ば

で採
と

れるから、水
みず

が冷
つめ

たい秋冬
あきふゆ

でもい採
と

ることができたよ。 

縄文時代の人は採る貝の大きさと採る時期を計画的に決めていたので、 

約８００年間にも渡り、人々は中里貝塚付近で貝をとることができたよ。 

 

 

 



ハマグリの層

カキの層

その証拠
しょうこ

に中里
なかざと

貝塚
かいづか

はカキの層
そう

とハ

マグリの層
そう

が交互
こ う ご

に重
かさ

なっているよ。 

そして、貝殻
かいがら

も大
おお

きい貝
かい

ばかりが見
み

つかり、小
ちい

さい貝殻
かいがら

は見
み

つからなか

ったよ。 

 



ハマグリの層

カキの層

Q2：中里
なかざと

貝塚
かいづか

で貝
かい

の身
み

をとっていた人々
ひとびと

はどこに住
す

んでいたの？ 

A
Ａ

：中里
なかざと

貝塚
かいづか

から坂
さか

を上
のぼ

った(現在
げんざい

の JR上
かみ

中里駅
なかざとえき

から飛鳥山
あすかやま

公園
こうえん

付近
ふ き ん

)に

住
す

んでいたよ。そのあたりから中里
なかざと

貝塚
かいづか

と同
おな

じ時期
じ き

に人々
ひとびと

が住
す

んでいた

家
いえ

や使っていた船
ふね

が発見
はっけん

されているよ。 

 

JR上中里駅付近で見つかった
土偶(土でできた人形)

JR上中里駅付近で見つかった
丸木舟



参考にした本

『史跡 中里貝塚 総括報告書』東京都北区教育委員会,2018


